平成３０年度 長岡市「放課後子ども教室」の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡市教育委員会 子ども未来部　 青少年育成課
１　「放課後子ども教室」の目的
　　小学校区において、放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用して、子どもたちの安全・安
心な活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、子どもたちとともに様々な遊びや体

験活動、地域住民との交流活動や学習活動等の取組を実施することにより、子どもたちが地域社
会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。

２　事業の内容・機能

（１）放課後や週末等における地域の子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）の確保

（２）地域の様々な資質を有する多くの大人の参画を得て、子どもたちに、様々な遊びや体験・交流・学習活動の機会を提供

（３）様々な体験・交流・学習活動を通して、子どもたちの社会性、自主性、創造性等の豊かな人
間性の涵養

（４）地域の子どもたちと大人の積極的な参画・交流による地域コミュニティの充実

（５）その他子どもたちが地域の中で安心して健やかに育まれる環境づくりを推進するために必要
な活動

３　当市での取り組み
（１）本事業の実施主体は長岡市教育委員会であるが、児童クラブと同様に各地域のコミュニティ
　　　推進組織に委託し、実施する。

（２）それぞれの地区では、放課後子ども教室の実行(運営)委員会をつくり、コミセン、児童館の
職員や関係機関、関係者と連携をとりながら、地域の実情に応じた取組を行う。　
（３）平成30年度においては、17教室で実施する。今後も条件がそろった地域から開設していく予定である。　　  19年度開設　　　表町、神田、希望が丘　　3教室

　　　　　　　　　　　　20年度開設　　　黒条、前川、宮内　　　　3教室　　

　　　　　　　　　　　　21年度開設　　　中島　　　　　　　　　　1教室

　　　　　　　　　　　　22年度開設　　　みしま　　　　　　　　　１教室

　　　　　　　　　　　　23年度開設　　　関原　　　　　　　　　　１教室

　　　　　　　　　　　　27年度開設　　　山本、大島、山古志　　　3教室

　　　　　　　　　　　　28年度開設　　　山通、上組、新町　　　　3教室　
　　　　　　　　　　　　30年度開設　　　青葉台　太田　　　　　　2教室　

４　対象とする子ども
　　地域の小学校に在学する１年生から６年生までの希望者を主な対象とする。

５　実施場所

　　コミュニテイセンター（児童館）や学校の体育館や余裕教室等で実施する。　　　　
６　実施日・時間

　　各地区の実状に応じて実施日・回数・時間を決定する。
７　学校との連携

（１）活動内容に応じて、体育館、グラウンド、図書室等の特別教室の借用が可能か協議していく。

（２）行事や日程、子どもの健康状況に応じて実施できるよう学校の担当者と連携を密にする。また、学校教育とのかかわりから、活動内容についても教務主任や体育主任等との連携を大切にする。
（３）学校会場でのけが等について、可能な際には養護教諭の協力も得られるように依頼しておく。
８　活動の内容とスタッフ
　　 学びの場　　　 　　交流の場　　　　　体験の場　 　　　　遊びの場　　　　　生活の場
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　教育活動サポーター（学習アドバイザー・安全管理員）ボランティア　　＋　児童厚生員
　　　

　　　　　　　　　
「放課後子ども教室」　・・・・・　一体的に・連携して・・・・・「放課後児童クラブ」児童館

　　                                 推進コーディネーター

（統括）
９　運営組織

長岡市「放課後子ども総合プラン」運営委員会
　　　＜役割＞　　　　　　　　　　　　　　　   　＜委員＞　　　　　　　　　　　　　

・事業計画、安全管理方策、　　　　　　　　・学校関係者　　　・教育活動サポーター
・広報活動方策、教育活動サポーター等　　　・コミセン関係者　・実行(運営)委員
の協力者の確保方策、　　　　　　　　　　・児童館関係者　　　　　　

・活動プログラムの企画、　　　　　　　　　・地域の関係者
　　　・実施後の評価等を検討する。　　　　　　※ 事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会 子ども未来部 青少年育成課 ）
　　　　　　　　　　コミュニティ推進組織　　

実施にあたっての委託先　　　　　　　　　センター職員　・センター長　

　　　　　　　　　　　　          　　　・主事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　・児童厚生員



地区の小学校　　　　　　放課後子ども教室　
　      　放課後児童クラブ


各教室の実行（運営）委員会の委員

地域の協力団体　　　　地域コーディネーター（児童館長）
　　　　　　　　　　
担当主事
　　　　　　　　
教育活動サポーター（学習アドバイザー・安全管理者）・児童厚生員
１０　各スタッフ等の役割
（１）地域コーディネーター(児童館長)

　　　円滑な実施を図るため連絡調整、教育活動サポーターの確保、計画の立案、活動の調整を行う。
（２）コミュニティセンター主事、児童厚生員　等
　　　　各教室の実行(運営)委員会の委員、教育活動サポーター、学校や市の青少年育成課の担当者等と連携をとりながら、円滑な運営に協力する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（３）各教室の実行(運営)委員会の委員
　　　①各教室の放課後子ども教室の実行(運営)委員として教室の運営に協力する。

②教育活動サポーターとして、子どもたちの諸活動の指導や見守りを行う。
　（４）教育活動サポーター(ボランティア)
　　　①子どもたちとともに活動したり、指導したりしながら安全管理を図る。
　　　②様々な経験や趣味をもっている指導者があたる。
③学ぶ意欲のある子どもたちに対して、学習の機会を提供する。
ア想定される活動内容

　　　　　自由な遊び、トランプやレゴ、囲碁・将棋・ウノ、各種のスポーツ活動、読書、読み聞かせ、国際交流、科学実験、絵手紙、お茶やお話、調理、太鼓や琴、押花、夏休みの課題、郷土史等、多彩な活動が考えられる。
イ想定される人材

　　　・地域で活躍している様々な分野の方々　　　　　　　　　　　　　
　　　・特別な催し物の実施のための講師
　　　・長岡市のスポーツ協会の指導員や国際交流センター所属の留学生

　　　・地域の退職教員や教員を目指している大学生

　　　　　・市内の大学、高専などの教授や学生
（５）「放課後子どもプラン」推進コーディネーター

　　　　　・各地区の「放課後児童クラブ」を含む総合的な放課後対策事業「放課後子ども総合プラン」へ向けた連携推進活動を行う。

・市の推進する「放課後子ども教室」の推進役として、各地区の子ども教室が円滑に機能するように支援活動を行う。
　　　　　
１１　教育活動サポーター（ボランティア）の募集について　　　　　

（１）募集方法

　　　①地区のコミュニティ推進組織の今までの活動の経過から依頼する。
　　②コミュニティセンターの利用団体へ働きかける。
　　　③チラシの配布やコミュニティの広報誌に掲載する。
　　　④地区やPTAの役員等が声を掛ける。
　　⑤大学・高校等の協力を得て学生ボランティアの募集　　　　　　　　　　
（２）1回のボランティアの配当　（活動内容により柔軟に対応していく。）

○教育活動サポーター（３～６名）
　　　　　　　　　　
１２　参加者の募集

　（１）小学校と連携し学級担任を通して全児童にチラシを配布したり、児童館利用者・児童クラブ利用者へチラシを配布したりする。
　（２）教室への登録制、内容に応じての申込制、フリーの参加等、地区の実状・内容に応じて進める。

　（３）本事業は、多くのボランティアの善意によって支えられている事業であることから、自分の責任で参加するものであることを保護者や子どもたちには十分理解してもらうようにする。
１３　参加経費

　（１）無料とする。

（２）個々に還るような教材費や材料費及び見学のバス代については、実費負担とする。

　（３）登録制の場合は、補償額のよい保険（スポーツ安全保険等）に加入する場合も自己負担とする。

１４　予算・委託料

　（１）「放課後子ども教室委託料」を各コミュニティ推進組織に3期に分けて支払う。

　（２）委託料に、教育活動サポーターに関る謝金及び保険料、消耗費、研修会旅費が組まれている。

　（３）予算の執行にあたっては、各地区の計画によるが、通帳、出納帳、領収書綴り、開設日誌を整えておく。（関係書類は５年間保存）

（４）新規開設教室には開設備品費が予算化されている。取り扱いについては青少年育成課で行う。
　　　　

１５　事故防止の徹底と安全管理について

　（１）保護者への緊急連絡先を確認しておく。（子ども教室の申し込みの際に記載していただく。）
必要に応じて学校や児童クラブの協力が得られるようにしておく。

　（２）活動にあたる教育活動サポーターや支援にあたる主事や児童厚生員等は、子どもの行動を常に
把握し、活動内容によって起こりうる事故や怪我を想定しつつ、事故防止を徹底する。

　（３）軽微なけが等に即時対応できるように、応急手当用品を消耗品費で用意しておく。重症な怪我や首より上の怪我には、保護者に迎えを依頼して医療機関に受診を勧めたり、救急車を要請したりするなど適切かつ慎重に対応する。

（４）帰宅途中の安全確保のために、同一方面の子どもはまとまって帰す等、配慮していくが、帰宅
時の付き添いや集団下校等の対応はしがたいので、参加の行き帰りについては、子どもと十分話し合った上で、保護者の判断と責任でお願いする。（帰宅方面がボランティアと同じ場合、付き添いを依頼したい。）

（５）子どもたち自身が安全を確保するために、起こりうる危険を考えつつ、適切な行動がとれるよ
うに、施設・設備の使い方や活動内容の特性についても知らせておく。

（６）不審者対策や安全対策のために、複数の教育活動サポーターで指導し、見守ること。

（７）緊急時(火災や地震等の非常事態発生・けがや事故の発生)の対応については、児童館（児童クラブ）のマニュアル（長岡市コミュニティセンター運営の手引き）による。緊急時に即時対応できるように、職員や教育活動サポーターに周知したり、複写して掲示したりしておく。
１６　保険について

　（１）参加者について

①長岡市で加入している「団体総合補償制度費用保険」で対応する。

　　　　　（児童館の敷地内において、もしくは児童館の指導のもとに館外で活動中に、急激かつ偶然な外来の事故によりけがを被った場合に給付金が支払われる。また、前日までに名簿等で来館者が確定している場合は、通館途上も補償の対象になる。来館者名簿が必要）

　　　　　※事故発生時の対応については、平成22年4月23日付、子ども家庭課長発の児童館長宛「傷害事故対応及び保険金の請求事務について（児童の事故発生時の対応マニュアル）」に準ずる。

②公民館総合補償制度（地区のコミュニティで加入しているところもある。）

・行事参加者、公民館利用者、職員、指導者等を包括的に補償する制度

③登録制の地区では、スポーツ安全保険（500円）も考えられる。

　（２）教育活動サポーター（ボランティア）について（予算　一人350円計上）

　　　○ボランティア活動保険

・社会福祉協議会に名簿を添えて申し込む。（30年度350円）　　　　

・有償の教育活動サポーターは対象外とする。ただし、交通費、昼食代、活動のための原材費
は無償とみなす。（茶菓代も）　
１７　通室について

　　　　帰宅してからの参加か学校からの直接参加か、どのようにするかは学校や保護者と相談しながらはっきりさせる。学校から直接参加の場合は、会場に来た時点で学校の管理下でなくなる。
お茶やお花、琴、太鼓、料理、スポーツ等





読み聞かせや算数教室、科学教室、工作、夏休みの課題等





留学生や地域住民、高校生や大学生との交流等





ドミノやレゴ、トランプ、囲碁、将棋、自由遊び等





遊びの見守り生活指導、家庭との連携等
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専門家・講師等























各小学校区「放課後子ども総合プラン」
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